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平成24年5月 

「乗って残そう！ 

乗って活かそう！ 

公共交通」  

資料8 



１．バス交通の現状と課題 
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• モータリーゼーションの進展や道路環境の整備が進み、また人口の
減少や少子化といった社会情勢の変化などにより、バスを中心とし
た公共交通の利用者は減少している。 

• バス事業者が運行している路線は、すべて赤字で事業として成り立
たなくなっている。 

• 高齢化が進み、高齢者等の移動制約者が増加することが予想され
公共交通の必要性は益々高まってくることが予想される。 

• バス運賃が高額であることから利用を敬遠している状況があり、運
賃負担軽減を求める意見も多い。 

• 都市機能としてバス路線の確保維持は不可欠であり、確保維持に
あたっては、多様な利用目的・効果を生む施策が必要である。 

• 公共交通の主要な利用者である高齢者の外出支援・健康増進等を
目的とした運賃低減策を進め、利用促進策を図る必要がある。 
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輸送人員等の推移 

廃止路線代替バス：西丸子線、豊殿線、傍陽線、祢津線、県道川西線、武石線、丸子線、中仙道線 

生活交通路線バス：真田線、佐久上田線、鹿教湯線、青木線 

一般路線バス：菅平高原線、信州上田医療センター線、真田自治センター入口線、塩田線、信州の鎌倉シャトルバス、室賀線 

輸送人員は減少傾向  市補助金は増加傾向 

301 279 261 266 229 205

717
672 682

757
719

705

219

161 165
141

130
124

64

58 60

69 69 71

0

20

40

60

80

100

120

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

一般路線バス 生活交通路線バス 廃止路線代替バス 上田市補助額（百万円）

1,237

1,112 1,108
1,164

1,079
1,034

上
田
市
補
助
額
（百
万
円
）

輸
送
人
員
（千
人
）



 


